
1

セラミックス材料化学第１　安田公一

第第第第１１１１２２２２回回回回　　　　３３３３成成成成分分分分系系系系状状状状態態態態図図図図のののの実実実実例例例例１１１１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．ＣａＯ－Ａｌ２Ｏ３－ＳｉＯ２系状態図

　この状態図にについて説明する．

[ＳｉＯ２－Ａｌ２Ｏ３２成分系]

　この系には，３Ａｌ２Ｏ３・２ＳｉＯ２で表されるムライトが化合物として存在する．ムラ

イトの熱膨張係数は中程度で，高温下での耐クリープ特性が高く，融点も１８５０℃なので，

理化学用磁器・熱電対保護管・高アルミナ質レンガ（ムライト組成からアルミナ８０％組成

までのレンガのこと）などに用いられている．

[ＣａＯ－ＳｉＯ２２成分系]

　この系には，３ＣａＯ・ＳｉＯ２（Ｃ３Ｓ），２ＣａＯ・ＳｉＯ２（Ｃ２Ｓ），３ＣａＯ・

２ＳｉＯ２（rankinite：Ｃ３Ｓ２），ＣａＯ・ＳｉＯ２（wollastonite：ＣＳ）の４つの化合物が

ある．なお，図中の pseudowollastoniteは wollastoniteの高温型（β－ＣａＳｉＯ３）の鉱物名

である．Ｃ３ＳおよびＣ２Ｓはポルトランドセメントの主成分で，水硬性を示す．

　ＳｉＯ２７３％から９８％の範囲には不混和融液の領域（ハッチング領域）が存在する．

[Ａｌ２Ｏ３－ＣａＯ２成分系]

　この系には，３ＣａＯ・Ａｌ２Ｏ３（Ｃ３Ａ），１２ＣａＯ・７Ａｌ２Ｏ３，ＣａＯ・Ａｌ２

Ｏ３，ＣａＯ・２Ａｌ２Ｏ３，ＣａＯ・６Ａｌ２Ｏ３の５つの化合物が存在する．Ｃ３Ａも水硬

性を示し，ポルトランドセメントに含まれている．また，ＣａＯ・Ａｌ２Ｏ３とＣａＯ・２Ａ

ｌ２Ｏ３も水硬性があり，アルミナセメントの主成分である．

[ＣａＯ－Ａｌ２Ｏ３－ＳｉＯ２３成分系]

　この系には，ＣａＯ・Ａｌ２Ｏ３・２ＳｉＯ２で表される灰長石（anorthite)と２ＣａＯ・Ａ

ｌ２Ｏ３・ＳｉＯ２で表されるゲーレナイト（gehlenite)が存在する．前者は陶磁器中に，後者

は高炉スラグ中に存在する．

[演習１]

①ＣａＯ－Ａｌ２Ｏ３－ＳｉＯ２系状態図に存在する全ての化合物について，合致溶融化合物

と分解溶融化合物とに分類せよ．

②合致溶融化合物については溶融温度を，分解溶融化合物については分解温度を示せ．
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